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神岡伸縮計による地球自由振動低次トロイダルモードの観測

Observation of lowest order toroidal modes with the Kamioka laser strainmeters
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数 mHz以下の周波数帯域において地球自由振動のトロイダルモードはスフェロイダルモードに比べて観測が困難で
ある。主な観測装置である広帯域地震計の水平成分の感度が、大気擾乱による影響を受け悪くなるためである。これに
対して、神岡レーザー伸縮計は地下 1000mの大深度にあり、10−13 オーダーのひずみ分解能による高い水平成分感度と
10−13-10−6の広いダイナミックレンジを持っている。そして広帯域ひずみ地震計としても機能する。このためトロイダ
ルモードに関係する様々なパラメータを決定することが期待できる。

ここでは神岡レーザー伸縮計による 2004年スマトラ地震の低次トロイダルモードの観測を紹介する。スマトラ地震の
特徴の一つは、低次の自由振動モードが強く励起されたことである。残念なことにレーザーの不調のため、この時期の
ひずみ分解能はやや悪く、10−12オーダーであった。しかしシグナルが大きいことによりトロイダルモード、またスフェ
ロイダルモードにおいても有意にシグナルを観測している。数mHzまでの帯域のトロイダルモードの基本モードとオー
バートーンについて、その周波数と Q値を見積もった。余裕があればトロイダルモードのスプリッティングについても
議論したい。


